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図-1 試行工事の工種別内訳 

 試行工事では、１）画像計測の精度検証のための

データ取得、２）画像計測技術を用いた場合の生産

性向上効果（用いなかった場合の作業量との比較）

の計測、３）技術的課題や運用面、制度面での課題

に関する施工者や機器開発者等へのアンケート調査

（調査内容は以下①～③）を行っている。 

①技術的課題 

・画像計測で自動的に値が算定できない項目（かぶ

り厚等）や計測精度が十分ではない項目（鉄筋径）

に対する改善方法等を整理 

②運用面での課題 

・機器調達の容易さ、機器購入やレンタルに係るコ

スト、遠隔臨場への対応に必要な通信性能（データ

通信速度・容量、通信機器）について確認 

③制度面での課題 

・施工計画書への記載内容、積算時に別途必要とな

る経費等について確認 

(2) 調査結果（速報） 

現在実施中の試行工事のうち、既に計測が完了し

た一部の工事について調査結果（速報）を紹介する。 

①従来方法との計測誤差 

 樋門新設等工事での計測結果を例として図-2に示

す。試行要領（案）で目安としている閾値（鉄筋径

の±30％）内にほぼ収まっていたが、一部外れる結

果も確認できた。閾値を外れたデータは径が細い鉄

筋を計測した際に現れる傾向が見られており、詳し

い原因について現在検討を進めている。 

②生産性向上効果 

 ①の樋門新設等工事、橋梁下部工事、トンネル工 

図-2 樋門新設等工事の計測結果例（計測誤差） 

事の3工事の結果を例として図-3に示す。 

 3工事とも従来方法に比べて作業量が削減できて

おり、特に橋梁下部工事、トンネル工事では削減率

が大きく、生産性が向上していると考えられる。 

図-3 生産性向上評価（作業量の比較） 

 

４．今後の研究について 

現在、試行工事で取得した計測データや試行工事

関係者へのアンケート調査結果の整理を進めている。

また、取得したデジタルデータの改ざん防止策の情

報収集を進めており、それらの整理結果に基づき、

試行要領（案）及び精度検証手順（案）を改定し、

実現場での本運用を図る予定である。 

更に将来的には、配筋間隔以外の項目も含めて現

地での確認項目を無くすことにより、遠隔臨場での

現場確認が可能になり、段階確認等に係る大幅な生

産性向上が期待できることから、確認項目の拡充を

目指していく予定である。 
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１．はじめに 

国土交通省では、建設生産・管理システム全体の

課題解決及び業務効率化を図るため、測量･調査、設

計等のプロセスの各段階において、 BIM/CIM 

(Building/ Construction Information Modeling, 

Management) を活用した検討等を実施し、後工程の

ために必要なBIM/CIMモデル等を構築するBIM/CIM活

用業務を推進している。令和5年度に小規模を除く全

ての設計・工事においてBIM/CIMの原則適用を目標と

しており、これに向けた基準等各種環境整備が必要

となっている。 

BIM/CIMを施工段階で効率的に活用するためには、

3次元モデルであるBIM/CIMを契約図書とすることが

必要となる。そこで詳細設計及び契約図書に着目し、

3次元モデルを単独で契約図書とする試行を重ねた。

その結果、海外の実施状況も踏まえ、2次元図面を契

約図書とし、3次元モデルを契約図書の要件を満たす

モデルとして作成する「3次元モデル成果物作成要領

（案）」（令和3年3月）を策定し、工種の拡大等年

次改訂を行っている。本稿では、この要領（案）の

策定に至った経緯と内容をとりまとめた。 

 

２．３次元モデルの契約図書化の試行 

従来は2次元図面が契約図書であるため、2次元図

面と3次元モデルを作成し、3次元モデルを活用する

ために2次元図面との整合性を確認するといった非

効率な作業が発生するが、契約図書の3次元化は、こ

れを省き、業務の効率化を図ることが可能である。

また、契約図書の3次元化は、レーザースキャナによ

る出来形管理等、新しい計測技術による品質、出来

形管理、監督検査手法の導入につながる。他方、試

行を通じて2次元図面を廃し3次元モデル単独で契約

図書とすることは、作業量が多く、ソフトウェアの

対応が十分でないなどの課題が多いことが判明した。 

 

３．海外における契約手法の調査 

この課題を踏まえ、海外でのBIM・3次元モデルを

用いた工事の契約手法に関し調査を行った。 

英国では、BIM導入に際して、納品ではBIMモデル

と2次元図面の両方を要求している。また、両者に差

異があった場合、現状の契約規定では2次元図面を正

としている。ただし、BIMモデルから2次元図面を切

り出すことを要求しており、差異は生じない。 

ドイツでは、当面は3次元のBIMモデルと併せて、

従来の設計図書ガイドラインに基づいた2次元の設

計図を納品することを受注者に義務付けている。プ

ロジェクト開始時に、2次元図面と3次元モデルの両

方が貸与された場合、受注者は貸与された2次元図面

と3次元モデルに差異がないか確認し、差異がある場

合は、発注者に指摘することが定められている。 

 

４．3次元モデル成果物作成要領（案） 

海外のBIM活用の契約内容を参考に、2次元図面を

契約図書とすることを前提に、3次元モデルを契約図

書に準じて活用できるよう詳細設計業務に対する3

次元モデル成果物作成要領（案）を策定した。 

本要領（案）は、設計品質の向上を図り、後工程

において契約図書に準じた3次元モデルを活用でき

るよう、詳細設計業務における3次元モデル成果物の

作成方法及び要件を示すことを目的としている。 
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設計業務の流れは、BIM/CIMを活用する場合にお

いても詳細設計の基本的なフローは変わらないが、

従来2次元図面で実施していた業務項目（設計照査や

業務打合せ、関係者協議等）が3次元モデルを活用し

た業務フローに置き換わることになる。 

従来のように2次元図面を作成した後で3次元モデ

ルを作成するのではなく、3次元モデルから切り出し、

または投影して作成した2次元形状データを元に、寸

法線や注記情報を加えて、最終成果物となる2次元図

面を作成することを基本とした（図-1）。ただし、3

次元モデルは寸法、注記を入れず、詳細度も契約図

書の活用が中心となる主構造を正確に表現する300

程度とする。また、業務途中で段階的に作成される3

次元モデルの詳細度はこの限りではない。 

3次元モデルには最小限の属性を付与することと

し、付与する属性情報は、オブジェクト毎に4段階に

階層を定義した（図-2）。なお、階層4（部材）への

属性情報は、付与する情報が多く、対象となる部材

により要求される内容が異なるため任意とした。 

本要領（案）では、単に3次元モデル成果物の要件

を定めるだけでなく、設計当初から3次元モデルを作

成し、関係者協議、受発注者による設計確認、設計

照査を実施の上、最終的な3次元モデル成果物につな

げるための基本的な作成方法を提示した。 

また、2次元図面作成に3次元モデルを用いるだけ

でなく、業務途中においても3次元モデルの活用を積

極的に行う方針としている。例えば、3次元モデルを

活用して、詳細設計業務の設計成果を段階的に確認

することで、3次元モデルを含めた設計成果の品質を

確保することができる。さらに、従来、2次元図面に

て実施していた設計照査や関係者協議等を3次元モ

デルで実施することで、業務途中にて作成される2

次元図面を削減することが可能となる。 

 

５．まとめ 

3次元モデルを契約図書として利用するにあたり、

制度的・技術的課題を整理し、段階的に基準・要領

等を整備した。BIM/CIMの原則適用に向け、公共工事

の実務において本要領（案）の活用が期待される。 

 

☞詳細情報はこちら 

1) 3 次 元 モ デ ル 成 果 物 作 成 要 領 （ 案 ）

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001395713.pdf 

3次元モデル（詳細度300）

2次元図面の切り出し位置

2次元図面（設計図）

切り出した作成形状に不足す

る部材等を加え、寸法・注記

等を付与して作成

 

図-1 契約図書（2次元図面）の作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択した主桁（詳
細度 300）の属性
情報を表示 

選択した主桁（詳
細度 300）の属性
情報を表示 

図-2 橋梁詳細設計におけるオブジェクト分類・属性

情報の付与例 
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